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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有機電界効果トランジスター（OFET）は有機物特有の柔らかさ、

扱いやすさ、安価などを反映して、今までにないデバイスの可能

性があり、本研究成果は、新しい有機 FET の開発につながる。 

具体的には、図に模式的に示すように、FET の構造構築の際に、

界面に機能性自己組織化単分子膜（SAMs）を形成させ、その上に

有機半導体薄膜の製膜を実施した。本研究成果は半導体業界のボ

トムアップ型技術への変換という大きな社会的趨勢の流れに乗っ

たものであり、また、我々の着想は、これまで例になく、国際的

競争下に置かれた現在、研究のさらなる推進が急務と考えている。
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